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１．はじめに 

 冬期路面管理においては，走行の安全性を維持するための指標

として，すべり摩擦係数や，路面の露出状況を示す路面露出率が

世界的に用いられている 1)．しかし前者は，測定が必ずしも容易

ではなく，後者も，すべり摩擦係数よりも比較的容易に算出する

ことができるが，同じ路面露出率の値でも，舗装の種類や路面露

出パターンによって，すべり抵抗が異なる等の課題が確認されて

いる 2)．これらを踏まえて筆者らは，路面露出率からすべり抵抗

を比較的容易かつ定量的に推定する手法の確立を目指してきた． 

今回は，物理系凍結抑制舗装における圧雪路面に着目して，室

内と実路において実験および調査を行ったが，ここでは室内凍結

路面走行試験装置(以降，走行試験装置と略称)を用いた試験につ

いて報告する． 

 

２．試験舗装 

 今回用いた物理系凍結抑制舗装は，写真-1 に示したように，母

体舗装に，走行方向に対して横断方向に幅 12mm，深さ 12mm の

溝を 50mm 間隔で施し，そこにゴムチップをウレタン樹脂で結合

させたものを凍結抑制材として充填したものである．凍結抑制舗

装の母体舗装および比較舗装は，一般的な密粒度舗装を用いた． 

 

３．制動試験 

すべり摩擦係数と路面露出率の関係を求めるために，人為的に

路面露出率を変化させた圧雪路面を作製して，制動試験を行った．   

制動試験では，写真-2 に示した走行試験装置を走行させた状態

で，測定輪の回転を完全に固定する(スリップ率 100％)ことによっ

て生じる回転トルクからすべり摩擦係数を算出した．試験条件を

表-1 に示した．圧雪路面は，写真-3 に示したように，走行方向に

対して縦断方向および横断方向の 2 パターンで露出させている．   

試験結果を図-1 に示した．圧雪路面の場合，タイヤによる引き

ずり効果の影響で，縦断方向よりも横断方向に露出させたパター

ンの方が，すべり抵抗が小さくなる傾向がある．しかし，凍結抑 
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圧雪路面 厚さ 10mm 
密度 500kg/m3程度 

路面温度 -5℃ 
走行輪荷重 5kN 
走行速度 10km/h 
路面露出率 0，20，40，60，80％

写真-3 制動試験時の圧雪路面 

     (左：縦断 右：横断) 

写真-1 使用した物理系凍結抑制舗装 

表-1 制動試験の試験条件 

写真-2 室内凍結路面走行試験装置 
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制舗装は横断方向に凍結抑制材を充填しているため，密粒度舗装

に比べ，すべり抵抗が向上した．したがって，今回用いた凍結抑

制舗装は，たわみ効果による路面露出の促進だけでなく，すべり

抵抗の向上にも寄与していると考えられる．また，露出パターン

の違いに着目すると，特に密粒度舗装で 0.1 以上の差が見られる． 

なお，実路に近似した環境下で行う繰返し走行試験で用いる関

係式は，実路で多く発生する露出パターンを考慮して，凍結抑制

舗装では横断方向，密粒度舗装は縦断方向に露出させたものを用

いることとした． 

 

４．繰返し走行試験 

 走行試験装置を 1000 回まで走行させた後，制動試験を行って，

すべり摩擦係数と路面露出率の関係および各舗装の凍結抑制効果

について検討した．表-2 に試験条件を示した． 

 路面露出率は，路面画像に 2 値化処理を行って算出した．処理

の方法は，画像濃度ヒストグラムを用いて行う方法の中から，ヒ

ストグラムが双方性を示す場合にはモード法として働き，モード

が無い場合でも自動的に閾値が決定できる判別分析法を用いた 3）． 

図-2 と図-3 に，試験結果とすべり摩擦係数の計算値を示した．

凍結抑制舗装の方が密粒度舗装に比べて路面露出が大きく，圧雪

の剥離も早期から見られる．また，1000 回走行後のすべり摩擦係

数も，凍結抑制舗装の方が大きいことから，路面を露出させるだ

けでなく，すべり抵抗の向上に寄与していると考えられる．さら

に，関係式より計算したすべり摩擦係数と試験値がほぼ同値とな

ったことから，図-1 より得られたすべり摩擦係数と路面露出率の

関係は，実路でも適用できる可能性を示すことができた． 

 

５．おわりに 

 本研究では，圧雪路面において，すべり摩擦係数と路面露出率

の関係を明らかにすることにより，凍結抑制舗装の効果の把握と

路面の露出状況からすべり抵抗を推測できる可能性を示すことが

できた． 

 今後，氷膜および氷板路面など，様々な環境における凍結抑制

舗装の効果発現や路面状況とすべり抵抗の関係について検討して

いく予定である． 
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圧雪路面 厚さ 10mm 
密度 500kg/m3程度 

路面温度 -5℃ 
走行輪荷重 5kN 
走行速度 5km/h 
走行回数 50，100，500，1000 回 

表-2 繰返し走行試験の試験条件 

図-1 制動試験の結果と関係式 

図-3 すべり摩擦係数と路面露出率 

図-2 繰返し走行試験の結果 
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